
1/46



2/46



第2８回 GX Future Seminar説明資料

3/46



0

2026年 3月 26日

川崎重工業の水素事業の取組み

川崎重工業株式会社

水素戦略本部
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はじめに

様々な観点から水素の役割は重要となっている

LNG・
水力

風力
風力・LNG

太陽光

風力・太陽光

LNG

LNG・
水力

脱炭素に貢献

エネルギー安全保障

安全性

産業競争力の維持と向上

様々な方法により製造が可能

国内はもとより、世界のどこからでも

調達が可能

毒性もなく正しく使えば、他のエネルギーと

取り扱いは変わらない

既存の生産設備や雇用を守りながら

我が国の産業競争力を向上

電化が困難な分野でも脱炭素化でき、

液化水素は調整電源としての役割も期待
• 再エネ発電の補完

• 夏場の余剰電力を冬場に利用

• 災害時の非常用電力
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液化水素運搬船

燃料電池車用
水素減圧弁

燃料電池車両

鉄道輸送用液化
水素タンクコンテナ

水素バイク 水素バギー

発電用水素エンジン

船舶用 水素エンジン 

水素ステーション用
大容量高圧水素ガス圧縮機

液化プラント向け大容量
水素ガス遠心圧縮機

MHFS
（舶用水素燃料タンク
・燃料供給システム）

©HySE

つくる ためる

はこぶ つかう

多角的な水素関連製品の開発
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液化水素サプライチェーンの構築

◼ 航空宇宙分野など我が国に優位性のある既存技術を活用して液化水素サプライチェーンを組成

◼ 既存の生産設備や雇用を守りながら、さらにこれを磨き我が国の産業競争力を向上

はこぶ

ローディング
システム

液化水素運搬船

LNG船技術

極低温配管・
船陸接続技術

ためる

液化水素コンテナ

液化水素タンク

高圧水素トレーラー

極低温技術

極低温技術

複合材関連技術

つくる

水素ガス製造

水素液化機

水素生成技術

アルカリ水電解技術

プラント・
タービン技術

つかう

水素ガスタービン
水素ガスエンジン

安定・クリーン
燃焼技術

モビリティ

エンジン燃焼技術
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NEDOの助成事業「未利用褐炭由来水素大規模海上輸送サプライチェーン構築実証事業」によるもの

◼ 世界で初めて水素を液化水素運搬船で海上輸送・荷役する実証を完遂

水素の社会実装に向けて
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全長 116メートル 航海速力 13ノット(*)

全幅 19メートル 航続距離 11,300海里(*)

定員 25名 推進方式 電気推進ステンレス製 真空断熱二重殻

高断熱支持構造

真空保持のための特殊ドーム構造

液化水素タンク（1,250m³）

※1ノット = 1海里/時=1.852km/時

液化水素運搬船 “すいそ ふろんてぃあ”

提供：HySTRA
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液化水素荷役基地 ”Hy touch 神戸”（神戸空港島）

液化水素タンク（船）

1,250㎥

BOR：0.3%/日

液化水素タンク（基地）

2,500㎥

BOR：0.06%/日

ローディングシステム

提供：HySTRA
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◼実施体制：日本水素エネルギー※（JSE)（主幹事）、ENEOS

 ※出資会社：川崎重工業（64%）、 岩谷産業（12%）、 大林組、 荏原製作所、

   三菱化工機、 東京センチュリー、 日本政策投資銀行、 みずほ銀行

◼事業規模：約3,000億円（政府支援規模 約2,200億円）

◼事業計画の変更：豪州VIC州を出荷基地として、水素源に褐炭水素を予定していたが、現地工
事の許認可取得による工期の長期化などを考慮。 国内機器を活用した2030年度中の実証完
了を目指す。

◼受入基地の状況：2025年11月に起工式を行い建設工事中。

◼液化水素運搬船の状況：2025年12月から建造開始。

GI基金事業：液化水素サプライチェーンの商用化実証の概要

※GI商用化実証＝グリーンイノベーション（GI)基金事業「大規模水素サプライチェーンの構築」

25t/d × 2基

5万m³×1基

海外航行試験

4万m³×1隻

液化機

18t/d

水素製造
設備

液化水素運搬船 水素タンク

LH₂

国内基地 概略図イメージ

GI基金事業

パイプライン

KHI事業

2025年9月1日現在

11/46



© Kawasaki Heavy Industries, Ltd. All Rights Reserved 9z 9© Kawasaki Heavy Industries, Ltd. All Rights Reserved

商用チェーンに向けた展開について
◼ 日本向けのみならず、ドイツ向けにダイムラートラックと中東をハブとした日独連携による液化水素サプライチェーン構築の検討を進めており、

2025年9月に日独のディマンドサイドを中心とした事業者連携（KHI、関西電力、トヨタ自動車、ダイムラートラック、HHLA）の包
括的な覚書を締結。

◼ 同じく2025年9月にWoodside、関西電力、日本水素エネルギー（JSE）にて液化水素サプライチェ―ン構築に向けた協業に関する
覚書を締結したほか、出荷国としてインドやカナダなどについても検討を進めている。
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◼ 2026年9月25日、帝国ホテル大阪にて、「日豪間における液化水素サプライチェーン構築に向けた協業に関する覚書」をWoodside、
関西電力、日本水素エネルギー（JSE）の3社間で締結。

【覚書の概要】
Woodside・関西電力・日本水素エネルギー（JSE）の3社は、西豪州パースにあるロッキンガム工業地帯で天然ガス由来の水素を製
造したのち、液化水素に変換して出荷することを検討し、水素製造過程で発生するCO2を回収・貯留、およびカーボンクレジットを使用し
たクリーン水素の供給を目指す。

◼ WoodsideとCCSを伴うブルー水素のサプライチェーン網を構築すべく、西豪州パースを液化水素の出荷基地として検討。
WoodsideはLNGの経験を活かした液化水素の出荷基地を計画し、環境許認可にも着手済。

商用に向けた活動（西豪州パース）

キング資源大
臣

クック西豪州首相
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SUISO FRONTIER

in Tokyo
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循環型社会に向けたレゾナックの取り組み

～プラスチック・ガス化ケミカルリサイクルによる
アンモニア関連事業ついて～

株式会社レゾナック
基礎化学品事業部 GX戦略推進部

2026年3月26日

下出哲也

2025年度 GX Future Seminar

第28回 次世代原燃料(水素・アンモニア)の普及に向けて
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目次

1

2

3

* Kawasaki Plastic Recycle

会社紹介

KPR* ガス化ケミカルリサイクルを利用したアンモニア製造について

4

地域連携を意識した資源循環と水素・アンモニア利用

現状の課題と今後の挑戦について
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レゾナック 会社紹介１
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化学の力で社会を変える

私たちは 人々が幸せに暮らせる社会と美しい地球を次世代に手渡すために共創し、

「世界トップクラスの機能性化学メーカー」

を目指します

Purpose(存在意義)

１．会社紹介 ＊2023年 昭和電工と昭和電工マテリアル(旧日立化成が統合)

売上高* 従業員数*

国内

44.2%
海外

55.8%

国内

52%
海外

48%

*2024年度実績

売上高 

構成比

連結従業員

構成比

半導体・電子材料

38.0%

モビリティ15.4%

イノベーション材料 7.0%

ケミカル
(クラサスケミカル含む)

37.2%

その他8.3%

23,936 名
*2024年12月

1兆3,471億円
*2025年12月期

セグメント別 

構成比

目指す姿
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（2024年時点）

3116

23

8

420

欧州

中国

韓国

アジア諸地域

日本

北米

南米

１．グローバル拠点

⚫ 主要連結子会社
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●研究開発拠点: 5

● 生産拠点: 18

● 営業拠点: 6

１．国内拠点

（2024年時点）

川崎事業所

東京本社

✓ 基礎化学品の生産拠点

✓ サステナビリティを担う拠点
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１．川崎事業所の立地

横浜

川崎 東京

富士山

7©Resonac Corporation  All Rights Reserved.
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1928年 森矗昶が昭和肥料株式会社設立

1930年 昭和肥料 川崎工場建設開始：現川崎事業所

1931年 国内初・国産法によるアンモニアと硫安の製造に成功

水力発電を用いた水電解設備でグリーンアンモニア製造

1939年 昭和電工 設立 (昭和肥料＋日本電気工業合併)

昭和天皇行幸（1946年）終戦時の扇町事業所

創業の精神「不撓不屈」で、戦後の焼け野原から数か月で事業を再興

昭和肥料扇町工場 戦前レイアウト

2003年 プラスチックガス化リサイクル（KPR）事業をスタート

2023年 昭和電工＋昭和電工マテリアル（旧 日立化成）統合

→ レゾナックへ

KPR運転継続 20周年を達成 8

１．川崎事業所： レゾナック創業の地
CONFIDENTIAL

※その後、時代にあった原料からの水素を製造
水電解、コークス炉ガス、ナフサ、石油精製オフガス、石炭ガス、都市ガス
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１．川崎事業所のマテリアルチェーン

9

ソーダチェーン

アンモニアチェーン

フッ素チェーン

その他

その他
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KPR* ガス化ケミカルリサイクルを利用したアンモニア製造について2
* Kawasaki Plastic Recycle
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２．アンモニアとは？

様々な化学製品を作るための元となる「化学製品」

通常は無色・透明な気体

運ぶ時には液体に変えて
11

アンモニア ２

ハーバー・ボッシュ法 高温(500℃)・高圧(200~300気圧)

水素 3

窒素 1
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２．アンモニアを利用した身近な製品

アクリル繊維 医薬・農薬・肥料など

ナイロン繊維

12

1900年初期 ハーバー氏、

ボッシュ氏はノーベル賞を受

賞し空気からパンを作った男

と呼ばれた
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炭酸製品
ドライアイス など

２．新プロセス実装化へ : 2025年現在

一次・二次
改質

アンモニア
合成プラント

約60%

約40%
CO
転化

CO2

H2
都市ガス

使用済み
プラスチック

NH3

NH3

H2, CO

H2, CO

H2 CO2

CO2

KPR
ガス化

CCU(分離)

CO2

液化プラント

H2 製品

燃料電池 など

NH3 製品

発電所脱硝剤など

NH3 誘導体

AN*1, グリシン な

ど

2003年宇部EBARA

(EUP)の技術を採用

設備稼動

H2

*1ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ

27/46



14©Resonac Corporation All Rights Reserved.

２．ケミカルリサイクルの処理実績

0
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03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

万
ト
ン

ト
ン
／
Ｙ

産廃RPF処理量

容リプラ処理量

累計

2003年より安定生産を継続中、これまでに 約120万t を超えるプラをリサイクル。
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プラスチックを分解し、水素(H2)・一酸化炭素(CO)の合成ガスへ再生

一酸化炭素(CO)は二酸化炭素(CO2)とし、炭酸製品原料へ

水素(H2)はアンモニア(NH3)・誘導品などの化学品へ

プラスチック

窒素

水素・

アンモニア

炭酸・

ドライアイス

プラスチック ケミカルリサイクル

ガス化プラント

・ プラスチックを種類ごとに分別せずにリサイクル。

・ リサイクルすることで、化石燃料の消費を削減。

・ プラスチックを年間約６万トン処理。(2003年～)

・ 発生するCO2は炭酸製品へ有効活用。

・ 国内で初めてエコマークに認定された製造プロセス。

合成ガス

２．新プロセス実装化へ : 2030年以降（原料プラスチック100%予定）
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16

2025 年 10 月 6 日

プラスチックのケミカルリサイクルによる低炭素アンモニア事業拡大を決定

～2030年、使用済みプラスチック由来の原料100％化へ～

株式会社レゾナック（代表取締役社長 CEO：髙橋秀仁、以下、当社）は、川崎事業所（神奈

川県川崎市）におけるアンモニア事業において、使用済みプラスチック由来の水素のみを原料とすること

で、アンモニアの低炭素化を図ることを決定しました。2030年4月からの設備稼働開始を計画しています。

本施策は、経済産業省の脱炭素成長型経済構造への円滑な移行のための低炭素水素等の供給

および利用の促進に関する法律に基づく「価格差に着目した支援」（以下、価格差支援）の対象事

業として2025年9月30日付で認定されました。
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地域連携を意識した資源循環と水素・アンモニア利用3
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＜意義・目的＞

「川崎水素戦略」に基づく

水素エネルギーを活用した

「未来型環境・産業都市」の実現

に向けた取り組みの推進

＜意義・目的＞

１）既存水素事業のインフラ・ノウハウ

を活用

２）工業用アンモニア原料である、

使用済プラスチック由来の低炭素

水素を活かし、将来の水素化社会

へ貢献（事業化）できることを

実証する

川崎市と低炭素社会実現に向けた協定を締結 

提携

３．川崎市殿との水素実証連携

川崎市と昭和電工が2015年7月28日に協定を締結。

両者で使用済プラスチック由来低炭素水素を活用した環境負荷の少ない

低炭素な水素社会の実現を目指す。

目的の合致

環境省委託事業への取組

技術・場 の提供
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川崎キングスカイフロント東急REIホテル

使用済みプラスチック 照明用エネルギー(40kW)

5 km

パイプ

３．実証化事業の事例（１）

定置式燃料電池
明治電機工業製

東急REIホテル

➢ 実証期間: 2018年6月 – 2022年3月

➢ 商用開始: 2023年11月  

     ホテルで使用する電気の一部を低炭素水素で賄う
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３．実証化事業の事例（２） 

地域連携低炭素水素技術実証

・東京都江東区 新砂水素ステーション（㈱巴商会）へ低炭素水素供給

・2017年7月~2024年12月 実施
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JR東日本

火力発電所

列車走行マップ

➢ 実証期間: 2022年~2024年（低炭素水素を供給）

➢ JR東日本の川崎沿岸エリアを「ひばり」が走行

南武線

南武線

尻手支線

鶴見線

３．実証化事業の事例（３） 

水素車両 「ひばり」
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水素

使用済みプラスチック水素車両 「ひばり」

JR東日本火力発電所

使用済み

プラスチック

アンモニア

JR線 

サービス利用者（乗客）

３．実証化事業の事例（３） 

（脱硝用）
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３．資源循環型事業モデル「CirculaC」立上げ：産業間連携が鍵 

使用済み

プラスチック

使用済み

繊維

各業界

取引企業

自治体

リサイクル由来製品

CirculaC products

リサイクル原料

CirculaC material

リサイクルプロセス

CirculaC process

企業・自治体から使用済みプラス

チックや繊維を回収します

回収した原料をガス化し､様々な

化学製品を生産します

リサイクル由来製品を様々な用途へ

販売し、人々の暮らしを支えます

各企業で排出される使用済みプラスチック

や繊維、消費を通じて自治体に運ばれる

使用済みプラスチックを回収します

取引企業・自治体
Company/

Local government

消費

用途例：

化学原料､再生エネルギー

ナイロン繊維原料､排ガス無害化剤､

肥料､金属処理

アクリル繊維原料、樹脂原料、

炭素繊維原料

ドライアイス、炭酸飲料向け

ー 廃棄物から化学品への循環を実現 ー

使用済み

プラスチック

アンモニア

アクリロニトリル

炭酸ガス

水素ガス化リサイクルプラント

＝KPRプラント
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３．資源循環事例（１）：原料多様化＆繊維資源循環

RESONAC
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー

企
業

R

P

A

F

製

造

パ

ー

ト

ナ

ー

RPAF供給

(ｶﾛﾘｰ調整品) ガ
ス
化

ア
ン
モ
ニ
ア

ネットワークの構築

ア
ク
リ
ル
繊
維
メ
ー
カ
ー

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

RPAF・・・Refuse derived Plastics and Apparel densified Feedstock

廃プラスチック及び廃繊維を主原料とし、発生カロリーを調整したガス化ケミカルリサイクル向けの固形原料

①レゾナックのプラスチックケミカルリサイクルプラントへ伊藤忠商事が廃プラスチック・廃繊維を混合したリサイクル固形原料RPAF※を供給

②レゾナックはRPAFをガス化し、水素を取り出しアンモニアを製造。

   更にアンモニアを原料としてアクリル繊維の原料となるアクリロニトリルを製造する。

③廃衣料由来のANを国際認証制度のISCCを付けて付加価値のついたアクリロニトリルとしてアクリル繊維メーカーへ販売、繊維to繊維の実現

廃衣料

繊維to繊維 資源循環モデル事業

Ⅰ.伊藤忠商事の役割 廃衣料の回収、固形原料化
Ⅱ.レゾナックの役割 固形原料のケミリサ

従来、リサイクル難処理とさ

れた混紡品を含む廃衣料
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３．資源循環事例（２）：原料多様化（農業分野へのアプローチ）

農業に新たな循環経済を導入する流れを作る：
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現状の課題と今後の挑戦について４

©Resonac Corporation  All Rights Reserved.
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４．プラスチック リサイクル手法の種類と課題（1）

ケミカルリサイクル
熱分解して化学原料などに再生

RPF化、ガス化の為の費用 “大”

プラ混在O.K. 汚れも問題なし

ケミカルリサイクル率 約90%

マテリアルリサイクル
熱で溶かして再生する手法

「材料リサイクル」ともいう

マテリアルリサイクル分はCO2発生なし

マテリアルリサイクル率 約50%

エネルギーリカバリー
焼却時の熱エネルギーを回収・

利用する。マテリアルリサイクルに

適さない廃棄物の処理処分に有効

熱エネルギーの利用のため、原

料の再利用はできない焼却に

より発生したCO2は大気に排

出される

プラ to プラにする。

単一素材(モノマテリアル)化が必要

汚れも不得手

プラ to ケミカルにする。

設備投資金額が大きい

（ガス化、油化、モノマー化、

コークス炉化学原料化、・・・）

【課題】

①リサイクル容易なサーマルに多くのプラスチックが利用されている 資源循環には法制度必要

②容器リサイクル業界でも マテリアルリサイクル（優位な制度）＞ケミカルリサイクル41/46
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４．プラスチックのマテリアルフロー（国内 2023年）：溶リ法内の課題(1)

エネルギーリカバリー 492
固形燃料・廃棄物発電・熱利用焼却など

単純焼却

回収プラスチック 769 マテリアルリサイクル(優先) 39

未
利
用

81
11％

一般プラスチック 387

プラスチック製
容器包装など

69

産廃プラスチック 382

その他一般プラ 298

PET              20

油 化 0

高炉還元 2

ガス化 6

有
効
利
用

688

89％

58

68埋立 23

PET、その他一般プラ、産廃プラスチック

マテリアルリサイクル 126

コークス炉化学原料化 22

単位：万t/Y

出典：プラスチック循環利用協会 2023年プラスチックのマテリアルフロー図，日本容器包装リサイクル協会HP 令和4年度~5年度落札実績 をもとに一部推定

産廃プラスチック
ケミカルリサイクル １

ケミカルリサイクル(一般) 30
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ベール破砕機
ベール保管

600~800個/日使用

使用済み
プラスチック

圧縮梱包
→ベール

ベール
保管

成形プラ製造輸送

自治体 レゾナック

４．プラスチックケミカルリサイクル事業 課題（2）

プラスチック・ベール
250-300kg/個

加熱

磁力選別

(スチール缶などの異物除去)

200t/日

成形プラ
保管

成形プラ 保管

ﾍﾞｰﾙと同面積必要

成形プラ

✓ 広大な敷地が必要

✓ 容器リサイクルプラスチックと一般廃棄物の区別も必要

✓ 定期修理中もベールは搬入

⇒規制緩和、プラスチック置き場設備補助金など

43/46



30©Resonac Corporation All Rights Reserved.

４．今後の挑戦

世界のプラスチック使用量は増加傾向、2060年には約12億トンに達する見込み

使用量全体の6割をPE, PP, PS, PET, PVCが占め、その多くは混合状態で廃棄される

全世界におけるプラスチック使用量の推移予測（～2060年）

• 世界のプラ使用量は2019年時点で約4.6億トン。

• 2060年には2～3倍となる約12.3億トンに達すると見込まれる。（OECD予測）

出典：Global Plastics Outlook : 

Policy Scenarios to 2060 | OECD 

iLibrary (oecd-ilibrary.org)

PE, PP, PS, PET, PVC：

計61%

- 樹脂別使用量 -

PP

LDPE

Fibres

HDPE

PET

PVC

PS

PUR
SA

OTHER

• 樹脂別ではPE, PP, PS, PET, 

PVCの5種合計で約60%を占め、

その多くはプラスチックの最大

用途である容器包装(31%)に

用いられる。

• 容器包装は、その要求特性や

使用形態から、物理的に複合

又は混合状態で使用及び廃棄

される場合が多く、リサイクルに

課題がある。
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４．今後の挑戦 ⇒ 資源循環の強化

ガス化ケミカルリサイクル

EUPプロセスのライセンス事業を検討中

プラスチックガス化プロセスから

反応性の高い水素(H2)、一酸化炭素(CO)の

上流原料へのリサイクル (メタノール、メタンなど)

プラスチックガス化プロセスから

現状は、事業所製品であるアンモニア、

アクリロニトリル、液化炭酸、ドライアイスを製造

使用済みプラスチックの

資源循環強化

人々が幸せに暮らせる社会と

美しい地球を次世代に手渡す

ために共創します！
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ご清聴ありがとうございました。
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